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第1日目	プログラム　10月6日（金）　第1会場（1F	メインホール）

シンポジウム1　「クライシスへの予防、予見、早期介入	～地域包括ケアシステムと精神科救急医療体制～」
9：30〜11：30

座長：藤井　千代（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　地域精神保健・法制度研究部）
　　　角藤　芳久（宮城県立精神医療センター　精神科）

SY1-1 自治体アウトリーチにおける早期介入 ……………………………………………………………… 48
中西　清晃（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　地域精神保健・法制度研究部）

SY1-2 ライトな多機能型精神科診療所が担うクライシスを防ぐ早期介入と多機関連携 ……………… 49
大鶴　　卓（琉球こころのクリニック）

SY1-3 精神科救急における包括的支援マネジメントによる地域連携 …………………………………… 50
竹澤　　翔（石川県立こころの病院）

SY1-4 救命救急センターの視点から見た早期介入　危機と地域をどうリエゾンさせるか？ ………… 51
臼杵　理人（災害医療センター　救命救急科）

指定発言
藤井　千代（国立精神・神経医療研究センター　精神保健研究所　地域精神保健・法制度研究部）

ランチョンセミナー1
11：40〜12：40

長期的予後を見据えた急性期統合失調症の薬物療法を再考する 〜最新のエビデンスから〜 ………… 98
座長：水野　雅文（地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立松沢病院）
演者：石塚　卓也（医療法人社団碧水会長谷川病院）
共催：大塚製薬株式会社

理事長講演
13：40〜14：40

これからの精神科救急医療に求められること 〜精神保健福祉法改正と身体拘束ゼロ化を中心に〜 … 36
座長：中川　　伸（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）
演者：杉山　直也（公益財団法人復康会沼津中央病院）

先達に訊く
14：50〜15：20

精神科救急－変わらぬもの、変わるもの －昭和から令和を中心に－ …………………………………… 38
座長：堀川　公平（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）
演者：澤　　　温（社会医療法人北斗会さわ病院）
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特別講演
15：30〜16：30

予防・早期介入から精神科救急医療を再考する …………………………………………………………… 40
座長：中川　　伸（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）
演者：水野　雅文（地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立松沢病院）
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第1日目	プログラム　10月6日（金）　第2会場（2F	201）

シンポジウム2　「総合病院における精神科救急	～病院内連携、地域連携からみえた課題と展望～」
9：30〜11：30

座長：河西　千秋（札幌医科大学医学部　神経精神医学講座）
　　　澤　　　滋（社会医療法人北斗会さわ病院）

SY2-1 札幌医科大学附属病院神経精神科における重症自殺未遂者への介入と病棟管理における 
諸課題 …………………………………………………………………………………………………… 54
石橋竜太朗（札幌医科大学医学部　神経精神医学講座）

SY2-2 CIU（complexity intervention unit）機能を有する精神病床が支える救急病院における 
精神科救急 ……………………………………………………………………………………………… 55
橋本　　聡（国立病院機構熊本医療センター　精神科）

SY2-3 大阪における身体科の救急病院と精神科単科病院との連携 ……………………………………… 56
山本　誉麿（社会医療法人北斗会ほくとクリニック病院）

SY2-4 高度救命救急センターにおける精神科身体合併症の現状 ………………………………………… 57
鶴田　良介（山口大学医学部附属病院　先進救急医療センター）

ランチョンセミナー2
11：40〜12：40

精神科薬物療法と便秘症 ……………………………………………………………………………………… 99
座長：兼行　浩史（山口県立こころの医療センター）
演者：山田　浩樹（昭和大学横浜市北部病院　メンタルケアセンター）
共催：住友ファーマ株式会社
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教育研修コース　
「精神科救急急性期病棟における夜間看護体制を考える	−現夜間看護体制で救急患者を
受け入れながら隔離拘束患者を本当に診られるのか？−」

16：40〜18：10
座長：堀川　公平（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）
　　　川畑　俊貴（医療法人稲門会いわくら病院）

1 夜間救急患者を受け入れながらの看護 ……………………………………………………………… 85
佐藤　義崇（公益財団法人復康会沼津中央病院）

2 精神科救急急性期病棟における夜間看護体制を考える －現夜間看護体制で救急患者を受け入れな
がら隔離拘束患者を本当に診られるのか？－ ……………………………………………………… 86
森田　　茂（千葉県精神科医療センター）

3 精神科救急急性期病棟における夜間看護体制を考える 〜現夜間看護体制で救急患者を受けながら
隔離拘束患者を本当にみられるのか？〜 …………………………………………………………… 87
大井　延之（地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立松沢病院）

指定討論
川野　　豊（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）
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第1日目	プログラム　10月6日（金）　第3会場（2F	205）

ランチョンセミナー3
11：40〜12：40
「精神科救急医療ガイドライン2022」を踏まえた薬物治療戦略 〜急性期から長期予後を見据えて〜 … 100
座長：來住　由樹（岡山県精神科医療センター）
演者：森川　文淑（医療法人社団圭泉会旭川圭泉会病院）
共催：Meiji Seika ファルマ株式会社

イブニングセミナー
16：40〜17：40

アルコールとうつ、自殺〜「死のトライアングル」を防ぐために ………………………………………… 106
座長：成瀬　暢也（埼玉県立精神医療センター）
演者：松本　俊彦（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　薬物依存研究部）
共催：持田製薬株式会社／吉富薬品株式会社



21

第1日目	プログラム　10月6日（金）　第4会場（1F	メインスタジオ）

公開PEECコース
13：00〜17：30

第31回日本精神科救急学会学術総会 公開PEECコース（PEEC-JAEP31） ……………………………… 82
コースコーディネーター：橋本　　聡（国立病院機構熊本医療センター　精神科）
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第1日目	プログラム　10月6日（金）　ポスター会場1（2F	ホワイエ）

ポスターセッション1　「精神科救急医療体制・措置通報」
17：50〜18：50

座長：平田　豊明（千葉県精神科医療センター　名誉病院長）

P1-1 横浜市の精神保健福祉法23条通報における未成年者の通報件数及び自傷件数の増加 ………… 108
白木　富幸（横浜市健康福祉局精神保健福祉課救急医療係）

P1-2 何かがおかしい、最近の緊急措置通報 〜令和4年9月から令和5年3月までの院内データを 
参照して〜 ……………………………………………………………………………………………… 109
野口　裕太（大阪精神医療センター）

P1-3 東京都精神科二次救急において「家族等の同意と同伴」が整わないために必要な入院ができなかっ
たケースの分析 ………………………………………………………………………………………… 110
宮本　尭明（特定非営利活動法人メンタルケア協議会）

P1-4 措置診察を担当する精神保健指定医の招聘システムの各自治体における現状について ……… 111
瀬戸　秀文（福岡県立精神医療センター太宰府病院）

P1-5 山口県精神科救急医療システムの稼動状況と課題 ………………………………………………… 112
磯村　信治（山口県立こころの医療センター）

ポスターセッション2　「急性期入院医療」
17：50〜18：50

座長：針間　博彦（地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立松沢病院）

P2-1 救急病棟における自傷他害ケースの特徴と治療アウトカム －医療の質およびリスクマネジメント
の観点から－ …………………………………………………………………………………………… 113
森脇　久視（神奈川県立精神医療センター）

P2-2 山口県立こころの医療センターにおける過去9年間における措置入院患者（F2圏）の検討 …… 114
原賀　健一（山口県立こころの医療センター）

P2-3 山口県立こころの医療センターにおける過去9年間における措置入院患者（F2圏）の検討 
（その2） ………………………………………………………………………………………………… 115
原賀　健一（山口県立こころの医療センター）

P2-4 精神科救急病棟に入院した精神障がい者の治療意思決定に関する調査 －同意能力を中心とした個
人特性および予後との関連について－ ……………………………………………………………… 116
高橋　尚樹（石川県立こころの病院）

P2-5 一般科電子カルテへの精神保健福祉法の概念の導入と救急急性期病棟での運用 ……………… 117
鈴木　健一（地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こころの医療センター）
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ポスターセッション3　「行動制限最小化」
17：50〜18：50

座長：中村　　満（成増厚生病院）

P3-1 精神科救急急性期医療入院料病棟における行動制限に対する看護師の倫理的ジレンマ ……… 118
中川　拓哉（福岡県立精神医療センター太宰府病院）

P3-2 曽我病院における行動制限の実態調査 ……………………………………………………………… 119
安藤　由史（公益財団法人積善会曽我病院）

P3-3 自律的な問題解決思考によってもたらされた身体拘束最小化 〜病院内の関わりから入院前の予防
的関わりへ〜 …………………………………………………………………………………………… 120
戸村真手男（医療法人実風会新生病院）

P3-4 セイフティプラン活用による行動制限最小化への効果 …………………………………………… 121
足立　健一（地方独立行政法人宮城県立病院機構宮城県立精神医療センター）

P3-5 精神科救急病棟での行動制限最小化に向けた取り組み …………………………………………… 122
平松　浩一（兵庫県立ひょうごこころの医療センター）

ポスターセッション4　「身体合併症・COVID-19」
17：50〜18：50

座長：成田　　尚（北海道大学病院　精神科神経科）

P4-1 精神科単科病院における身体合併症による転院搬送の予防のための統計 ……………………… 123
佐々木洋介（積善会日向台病院）

P4-2 X病院精神科救急病棟における身体合併症の動態 ………………………………………………… 124
池田　孝佑（肥前精神医療センター　精神科救急病棟）

P4-3 総合病院の精神科救急・合併症入院料算定病床におけるCovid-19対応の報告 ………………… 125
河野　次郎（宮崎県立宮崎病院　精神医療センター）

P4-4 コロナ禍における看護師養成校からの実習受け入れの変遷について …………………………… 126
小松　孝道（地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こころの医療センター）

P4-5 精神科閉鎖病棟における新型コロナウイルス感染対策の有用性について ……………………… 127
妙中　勇貴（埼玉医科大学病院　感染対策室）
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第1日目	プログラム　10月6日（金）　ポスター会場2（3F	ホワイエ）

ポスターセッション5　「精神科看護1」
17：50〜18：50

座長：赤田卓志朗（群馬県立精神医療センター）

P5-1 精神科病棟における「やさしい日本語」活用の示唆 ………………………………………………… 128
鹿子島大貴（愛知県精神医療センター　社会復帰部地域支援科）

P5-2 看護師が行う服薬説明の実際 〜服薬継続に必要な看護師のかかわり〜 ………………………… 129
奈木　栄吉（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P5-3 集団の場に適応できない発達障害を抱えるA氏の症例を通して 〜患者集団の持つ力を活かした 
関わりについて〜 ……………………………………………………………………………………… 130
河原　久人（のぞえ総合診療病院）

P5-4 患者の服薬アドヒアランス向上のための取り組み 〜DAI-10評価尺度を用いて〜 …………… 131
久野　直人（医療法人水の木会下関病院）

P5-5 救急急性期入院棟において精神科救急カートを用いた取り組みの経過報告 …………………… 132
伊藤ひかる（地方独立行政法人岡山県精神科医療センター）

ポスターセッション6　「精神科看護2」
17：50〜18：50

座長：高尾　　碧（島根県立こころの医療センター）

P6-1 エンゲイジメントラウンドの実施による効果の検証 〜トラウマインフォームドケアの導入に 
向けて〜 ………………………………………………………………………………………………… 133
細川　勇樹（社会医療法人智徳会未来の風せいわ病院　A5 病棟）

P6-2 電子カルテ統合による精神科機能の充足に向けた看護教育の取り組み ………………………… 134
野中健次郎（地方独立行政法人静岡県立病院機構静岡県立こころの医療センター）

P6-3 音楽療法におけるBPSDへの効果検証 ……………………………………………………………… 135
牧野　真理（医療法人静心会桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P6-4 短期間で措置入院を繰り返した患者の看護介入  〜認知行動療法を用いた治療アドヒアランス 
獲得〜  …………………………………………………………………………………………………… 136
原田　尚弘（医療法人実風会新生病院）

P6-5 共に語らい共に乗り越えていく －ホームルームにみた治療の力－ ……………………………… 137
平野　　惣（医療法人コミュノテ風と虹のぞえの丘病院）
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ポスターセッション7　「クロザピン・mECT」
17：50〜18：50

座長：來住　由樹（岡山県精神科医療センター）

P7-1 NDBオープンデータに基づくクロザピン処方の実態 －Gini係数による都道府県格差の分析－
Prescription of Clozapine based on National Database（NDB）Open Data - Analysis of 
prefectural disparities by Gini coefficients ……………………………………………………… 138
榛葉裕二朗（千葉県精神科医療センター）

P7-2 クロザピン使用中に高CK血症を呈した2例 ………………………………………………………… 139
上村　　永（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

P7-3 国立精神・神経医療研究センターにおけるクロザピン投与および血中濃度の実態について … 140
石井　香織（国立精神・神経医療研究センター病院　薬剤部）

P7-4 気分障害患者における修正型電気けいれん療法施行後の主観的認知機能障害に関する後方視的 
検討 ……………………………………………………………………………………………………… 141
小根森桜子（医療法人社団更生会草津病院　精神科）

P7-5 治療抵抗性統合失調症患者に対するクロザピン治療における気分安定薬の併用に関する調査 … 142
松岡　　彩（群馬県立精神医療センター）

ポスターセッション8　「薬物療法、薬物使用症」
17：50〜18：50

座長：八田耕太郎（順天堂大学大学院医学研究科　精神・行動科学）

P8-1 精神科救急病棟の統合失調症患者における抗精神病薬、抗コリン薬、緩下剤処方動向についての
検討 〜当院医師へのアンケート結果もふまえて〜 ………………………………………………… 143
佐野　弘幸（医療法人社団圭泉会旭川圭泉会病院）

P8-2 ブロナンセリン経皮吸収型製剤の「のり残り」についてのアンケート調査 ……………………… 144
坪井　宗二（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P8-3 アセナピンマレイン酸塩舌下錠の服薬継続に関連する調査 －看護師による服薬の事前情報提供の
効果－ …………………………………………………………………………………………………… 145
坂井　　良（医療法人静心会桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P8-4 グリホサートカリウム除草剤を自殺のために服用し回復後、あえて炭酸リチウム使用で希死念慮
が軽快した双極性うつ病の1例 ……………………………………………………………………… 146
坂田　幹樹（医療法人白水会紀泉病院　精神科）

P8-5 神奈川県精神科救急医療システム経由で入院となった大麻使用症患者と覚醒剤使用症患者の比較
検討 ……………………………………………………………………………………………………… 147
西村　康平（神奈川県立精神医療センター）
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第2日目	プログラム　10月7日（土）　第1会場（1F	メインホール）

シンポジウム3　「精神科救急でのPRN（prorenata）を深掘りする」
9：00〜11：00

座長：杉山　直也（公益財団法人復康会沼津中央病院）
　　　八田耕太郎（順天堂大学大学院医学研究科　精神・行動科学）

SY3-1 根拠に基づいたPRNの推奨は可能か ………………………………………………………………… 60
杉山　直也（公益財団法人復康会沼津中央病院）

SY3-2 当院における高規格病棟変更後のPRNの変化（統合失調症を中心に） …………………………… 61
藤田　　潔（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

SY3-3 PRN（prorenata）に患者のニーズに沿い、環境を整える。 ……………………………………… 62
今井　淳司（地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立松沢病院）

SY3-4 精神科救急と頓用薬使用の課題 ……………………………………………………………………… 63
藤田　純一（横浜市立大学附属病院）

指定討論
青木　彩香（福井記念病院　看護師）

ランチョンセミナー4
12：20〜13：20

うつ病の病態生理とVortioxetineの作用機序 ……………………………………………………………… 101
座長：中川　　伸（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）
演者：菊山　裕貴（大阪医科薬科大学　神経精神医学教室／大阪精神医学研究所　新阿武山病院）
共催：武田薬品工業株式会社／ルンドベック・ジャパン株式会社



27

シンポジウム6　「自殺リスクの早期発見と介入」
13：30〜15：30

座長：松尾　幸治（埼玉医科大学医学部　精神医学）
　　　大塚耕太郎（岩手医科大学医学部　神経精神科学講座）

SY6-1 スローガンから自殺予防医療へ：自殺未遂者への迅速介入と自殺再企図予防のためのアサーティ
ヴ・ケースマネジメント介入 ………………………………………………………………………… 76
河西　千秋（札幌医科大学医学部　神経精神医学講座）

SY6-2 地域の自殺予防プログラム －予防から精神科救急医療を考える－ ……………………………… 77
松原　敏郎（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）

SY6-3 気分障害と自殺リスクとその病態 …………………………………………………………………… 78
松尾　幸治（埼玉医科大学医学部　精神医学）

SY6-4 高齢者の自殺 －高齢者のうつ病と認知症を中心に－ ……………………………………………… 79
馬場　　元（順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院　メンタルクリニック／
　　　　　　順天堂大学大学院医学系研究科　精神・行動科学）

教育セミナー1
15：40〜16：40

精神科救急医療の目指す地平〜計見一雄先生の伝言 ……………………………………………………… 42
座長：澤　　　温（社会医療法人北斗会さわ病院）
演者：平田　豊明（日本精神科救急学会　前理事長／学而会木村病院　顧問／
　　　　　　　　　千葉県精神科医療センター　名誉病院長／静岡県立こころの医療センター　名誉院長）
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第2日目	プログラム　10月7日（土）　第2会場（2F	201）

シンポジウム4　「DPAT再考：災害精神科医療の方向性」
9：00〜11：00

座長：來住　由樹（岡山県精神科医療センター）
　　　深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）

SY4-1 武漢帰国者施設・ダイヤモンドプリンセス号のDPAT活動からDPATを再考する …………… 66
大鶴　　卓（琉球こころのクリニック）

SY4-2 災害派遣精神医療チーム（Disaster Psychiatric Assistance Team）を考える………………… 67
野木　　渡（医療法人微風会浜寺病院）

SY4-3 DPATの役割と課題 …………………………………………………………………………………… 68
加藤　　寛（兵庫県こころのケアセンター）

SY4-4 自衛隊の災害派遣の経験、災害時医療支援のリアルからDPAT活動を再考する ……………… 69
田村　　格（自衛隊呉病院　副院長）

ランチョンセミナー5
12：20〜13：20

Lurasidone実臨床での実力は評判通りか、発売から3年を経て再考する。 …………………………… 102
座長：杉山　直也（公益財団法人復康会沼津中央病院）
演者：藤田　　潔（桶狭間病院藤田こころケアセンター）
共催：住友ファーマ株式会社

教育セミナー2
13：30〜14：30

自己免疫性精神病 ……………………………………………………………………………………………… 44
座長：加賀谷有行（瀬野川病院）
演者：髙木　　学（岡山大学学術研究院医歯薬学域　精神神経病態学教室）

医療政策委員会プロジェクト
14：40〜16：40

受診前相談研修 ………………………………………………………………………………………………… 90
演者：西村　由紀（特定非営利活動法人メンタルケア協議会）
　　　塚本　哲司（地方独立行政法人埼玉県立病院機構埼玉県立精神医療センター）
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第2日目	プログラム　10月7日（土）　第3会場（2F	205）

シンポジウム5　「精神科救急・急性期病棟の運用の工夫」
9：00〜11：00

座長：高尾　　碧（島根県立こころの医療センター）
　　　水木　　寛（下関病院）

SY5-1 当院における精神科救急・急性期病棟の機能分化について ……………………………………… 72
藤田　康孝（草津病院）

SY5-2 精神科救急病棟での持続可能なクロザピン導入 …………………………………………………… 73
矢田　勇慈（岡山県精神科医療センター）

SY5-3 精神科救急医療の地域定着に資する取り組みと診療アウトカムの再考 ………………………… 74
木村　　大（医療法人学而会木村病院）

指定発言
赤田卓志朗（群馬県立精神医療センター）

ランチョンセミナー6
12：20〜13：20

わが国の精神科医療におけるLAIの立ち位置を考える 〜ブルーレターから今、そして未来へ〜 …… 103
座長：兼行　浩史（山口県立こころの医療センター）
演者：松尾　幸治（埼玉医科大学医学部　精神医学／埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）
共催：ヤンセンファーマ株式会社

教育セミナー3
13：30〜14：30

精神科救急における脳波の有用性 …………………………………………………………………………… 46
座長：樋口　文宏（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）
演者：渡邊さつき（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

災害支援報告会　「心の架け橋いわてからの報告」
15：50〜16：40

座長：深見　悟郎（千葉県精神科医療センター）

1 東日本大震災被災地における高齢者のデジタルディバイド（情報格差）対策 …………………… 92
長谷川朝穂（認定 NPO 法人心の架け橋いわて／公徳会米沢こころの病院）

2 DPATの動向 …………………………………………………………………………………………… 93
高尾　　碧（島根県立こころの医療センター）
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第2日目	プログラム　10月7日（土）　第4会場（1F	メインスタジオ）

INARSコース
12：20〜16：40

心停止回避コースとは：INARS（アイナース，Immediate Nursing Assessment Recognition 
Stabilization） …………………………………………………………………………………………………… 96

演者：大森　教成（伊勢赤十字病院　救急部）
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第2日目	プログラム　10月7日（土）　ポスター会場1（2F	ホワイエ）

ポスターセッション9　「予防・受診前相談」
11：10〜12：10

座長：藤井　千代（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所　地域精神保健・法制度研究部）

P9-1 休日・夜間精神医療相談窓口における頻回利用者（リピーター）への対応について …………… 148
澤野　文彦（沼津中央病院）

P9-2 精神科救急情報センターにおける睡眠衛生指導について（第2報） ……………………………… 149
齋藤　真哉（埼玉県立精神保健福祉センター）

P9-3 精神科救急医療における医療アクセス手段に関する意識調査 －東京都における患者家族会を対象
として－ ………………………………………………………………………………………………… 150
石川　純子（獨協医科大学看護学部）

P9-4 精神科救急事案における対面調査と非対面調査の比較検討 ……………………………………… 151
澤　　　潔（群馬県立精神医療センター）

P9-5 病院前救護活動におけるJapan Emergency Psychiatry Scale - Expert Consensus versionの
検証 ……………………………………………………………………………………………………… 152
山本　　亮（国立病院機構熊本医療センター）

ポスターセッション10　「持効性注射剤」
11：10〜12：10

座長：兼行　浩史（山口県立こころの医療センター）

P10-1 精神科救急病棟における持効性注射剤の使用実態調査と治療効果アウトカム指標の検討 …… 153
渡邉ゆきの（医療法人学而会木村病院　診療部　薬局）

P10-2 旭川圭泉会病院における持効性注射製剤（LAI）導入パスについて 〜第一報〜 ………………… 154
森川　文淑（医療法人社団圭泉会旭川圭泉会病院）

P10-3 非鎮静系抗精神病薬と持効性注射製剤（LAI）を用いた治療戦略に関する当院精神保健福祉士の意識
調査について 〜精神科医師によるレクチャーとVSS体験の有用性もふまえて〜 ……………… 155
星野　　豊（医療法人社団圭泉会旭川圭泉会病院）

P10-4 救急急性病棟におけるパリペリドンTRIの位置付けと役割 〜力動的チーム医療を背景にした薬物
療法〜 …………………………………………………………………………………………………… 156
坂田　　睦（医療法人コミュノテ風と虹　臨床精神薬理研究室）
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ポスターセッション11　「一般救急と自殺、リスク評価」
11：10〜12：10

座長：大塚耕太郎（岩手医科大学医学部　神経精神科講座）

P11-1 自傷・自殺未遂レジストリ（JA-RSA）全国の救命救急センターでの実施について……………… 157
小林　諭史（厚生労働大臣指定法人・一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター／
　　　　　　SUBARU 健康保険太田記念病院／帝京大学大学院公衆衛生学研究科）

P11-2 精神科病棟でおこる自殺について …………………………………………………………………… 158
松本　陽介（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P11-3 高度救命救急センターから転棟となる自殺企図事例の動向と自殺再企図予防への取り組み … 159
小森　崇史（奈良県立医科大学　精神医学講座）

P11-4 当院自殺リスクアセスメントツールの再検討 ……………………………………………………… 160
下原　貴広（医療法人須藤会土佐病院）

P11-5 山口大学医学部附属病院先進救急医療センターにコロナ禍の3年間に搬送された自殺企図者の臨床
的特徴 –コロナ禍以前の症例との比較－ …………………………………………………………… 161
山科　貴裕（山口大学医学部附属病院　精神科神経科）

ポスターセッション12　「自殺調査・症例」
11：10〜12：10

座長：松原　敏郎（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）

P12-1 自殺企図で救急搬送された自死サバイバーに対し多職種連携を行い継続した精神科治療へ結びつ
いた一例 ………………………………………………………………………………………………… 162
眞名子　瞳（国立病院機構熊本医療センター　精神科）

P12-2 致死的な手段で自殺を図った児童思春期の3症例 ………………………………………………… 163
桐原　史瑛（山口県立こころの医療センター　精神科／山口大学医学部附属病院　精神科神経科）

P12-3 統合失調症患者の自己眼球摘出の一例 ……………………………………………………………… 164
定塚　良甫（愛知県精神医療センター）

P12-4 山口県内での自殺が疑われる事例において使用された薬物の入手方法に関する考察 ………… 165
二宮　理紗（山口大学大学院医学系研究科　法医学講座）

P12-5 山口県の河川で発見された自殺が疑われる溺死体の実態調査と介入策の考察 ………………… 166
國生くるみ（山口大学医学部　医学科）
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第2日目	プログラム　10月7日（土）　ポスター会場2（3F	ホワイエ）

ポスターセッション13　「地域支援・アウトリーチ」
11：10〜12：10

座長：角藤　芳久（宮城県立精神医療センター　精神科）

P13-1 措置入院患者に対する退院後の訪問看護導入のねらいと訪問看護の介入目的の実態 －入院医療機
関と精神科訪問看護従事者へのグループインタビュー調査－ …………………………………… 167
遠田　大輔（富山県立大学看護学部）

P13-2 群馬県立精神医療センターにおけるアウトリーチ活動の模索 …………………………………… 168
田村　尚道（群馬県立精神医療センター）

P13-3 精神科救急基幹病院患者のプロフィールから見たアウトリーチの可能性 ……………………… 169
吉岡　隆一（京都府立洛南病院）

P13-4 精神科病院における精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた実践 ………… 170
松山とも代（社会医療法人北斗会さわ病院）

P13-5 そこまでやる？でもやらないと一人暮らしの生活ができない！ 〜地域定着のために関わった事例
の検証〜 ………………………………………………………………………………………………… 171
深谷　佳弘（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

ポスターセッション14　「高齢者」
11：10〜12：10

座長：澤　　　滋（社会医療法人北斗会さわ病院）

P14-1 高齢者（65歳以上）の緊急措置・措置入院症例の検討 ……………………………………………… 172
宮軒　　将（医療法人実風会新生病院）

P14-2 救急急性期病棟に入院する高齢者の状況 …………………………………………………………… 173
小山　麻実（群馬県立精神医療センター）

P14-3 高Ca血症により精神症状を呈した2症例 …………………………………………………………… 174
新川　甲太（山口県立こころの医療センター）

P14-4 精神科急性期病院における深部静脈血栓症の実態及び高齢者における解析 …………………… 175
東　　賢志（社会医療法人北斗会さわ病院）

P14-5 当院の精神科救急における急性期高齢者クリニカルパス導入の経過と今後の課題について … 176
田之口智子（医療法人栄仁会宇治おうばく病院）
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ポスターセッション15　「多職種連携」
11：10〜12：10

座長：堀川　公平（医療法人コミュノテ風と虹のぞえ総合心療病院）

P15-1 スーパー救急における作業療法の効果 〜主観的感覚の回復に着目して〜 ……………………… 177
岩根　達郎（京都府立洛南病院）

P15-2 精神科救急急性期医療入院料病棟における患者の意向に寄り添った退院支援 ………………… 178
奴田原脩一（山口県立こころの医療センター）

P15-3 児童思春期病棟における患者を中心とした多職種チームによる実践 〜「治療ブック」の作成とその
評価〜 …………………………………………………………………………………………………… 179
古林　美保（医療法人財団光明会明石こころのホスピタル）

P15-4 思春期の頃より入退院を繰り返す患者に対するケースワーク …………………………………… 180
中島　麗奈（のぞえの丘病院）

P15-5 精神科救急医療における「ソリューション」に焦点を当てた情報共有についての試み ………… 181
折橋　　仁（あさかホスピタル　看護部）

ポスターセッション16　「症例報告」
11：10〜12：10

座長：高橋　　晶（筑波大学医学医療系　災害・地域精神医学）

P16-1 遅発性ジスキネジアの院内アンケート調査結果と考察 〜観察と患者と家族からの声を聞くことの
重要性〜 ………………………………………………………………………………………………… 182
助川　美月（桶狭間病院藤田こころケアセンター）

P16-2 高気圧酸素療法中に脳血流低下が改善し、その後10年間、良好な認知機能を維持した間歇型一酸
化炭素中毒の一例 ……………………………………………………………………………………… 183
萩原　康輔（山口大学大学院医学系研究科　高次脳機能病態学講座）

P16-3 結果的に詐病と考えられた外国人患者の措置入院の一例 ………………………………………… 184
松尾　悠史（医療法人財団清溪会駒木野病院　精神科）

P16-4 ミオクローヌスを伴う幻覚妄想状態を呈し、診断に難渋した急性カフェイン中毒の1例 …… 185
原田　　舟（埼玉医科大学病院　神経精神科・心療内科）

P16-5 遅発性ジスキネジアにより呼吸困難に至った一例 ………………………………………………… 186
鐘井　有希（千葉県精神科医療センター　診療科）


